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Tadato OGA WA  1953 Effects of Freezing on Activity of Catalase Solution 

Prepared from Cow Liver. Low Temterature Science， 10. (With English resume 
p. 204) 

凍結融解による牛肝臓カタラーゼ溶液の

活性度の愛化について後

小)1¥忠人

(i氏i1;1;f!1皐研究所 陸運良部門)

t昭和:l7年 9月究理)

緒 官

民

組、はさきに生附;件前液及び、抽出向手祉のカグラ{ゼ、溶液について，低1J~廃車ll~と行った際のカク

ラーザ活性皮に到する影響ーを l今!~えしたJ-2〉そのi際同一試料でも，凍結融解の僚件によってf丹性

皮の強化にヲI;~具ーのあるとと乞認めた。今回は廷に午lJ Fヵタラ{ゼをmいて同様の賓験友行い，

fii宇せて前のカクラーゼの場合と上回l交しでみた。

費験方法姑びに成績

ぷ料には白川氏の)j法3)に従い，自己消化せしめた11二肝臓粥より抽出し， アセトン及び硫安

にて底J'IJ[して作られた判l盟小)}lこ腕カグラーゼ結r'r-r'r(Kat. f. = 30160)を用いた。

とれを約 100倍のノk溶液とし，その 1cc ~í試験管により，プラインに依って辺;控或は綬jl~VC

冷却凍結せしめ，熱唱主JをJ1JいてそのIHJの試料の温度槌化を詳細に記録した。

融併は +20
C

Cのj品VKi谷1-1-1で、急:;主に行い，国的手後，jJ¥:nを1!fに雨水にて 10供に稀料し， その 1
cc ~~手京液として過マンガン隈カリによる拘定法でその活性皮を測定した。冷却方法及びカグ

ラ{ゼ活性皮測定法は，前の酵母カダラーゼの;場合2)と同様であるo

1) 令去n11h腕。

プラインで -15
0

C及び -300Cまで冷却した場合のi容液の協皮越化は，第 11吋の冷却i出紘に

示す通りである。

2) 冷却謹度出'込えた場合のカタラ{ゼf斤1:'1:度の礎化

J冷令j却、中pの1降像f刊1:を乞:いろいろ埼えながらJ味d京{奇糾結l白;させ7たこJ喝品合のカグラ{ゼf前丹斤'1'引性F問陀川1:山:ソj皮立の従礎ミ化はt沼[広o及ぴ
J火毛のようになる o l!!lちいやれの場合にもii?にJnf;)品川の1iHHよりも日'l"Ult<川氏jJすることがみと

められた。しかも j注目にì;H;[J[~ たものはな迷冷却Lたものより依下の告IJ合がえきく冷却漣度の

持北海道大明ft\; il，~~利 t}~研究所主;絞生存 156 J})}i. 
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-300Cまで冷却した場合
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第i闘冷却 1111 ;Î;)~ 

賀線~邑冷却をさせない場合

破線:過冷却させた場合

第i表

l 念法~1l- 'l，n一一ド診 F 存まH
過冷却しないもの|過冷却したものわ|齢却しないもの|遜冷却したものめ

-150Cまで冷却した場合

11日

k・lO~/mg k.10~/m只 (rel. lcì k.1 03/mg (rel. /c) lb103fmg((r8e8l .9k) j k.1 O~/mg Irel. Ic) 
No.l 28.76 28.0.2 (97.4) 26.38 (91.7) 25.58 (8 24.50 (86.1) 

No. .2 31.19 28.78 197.3) 28.95 (92.8) .29.50 (94.6) 28.99 (89.8) 

No.3 28.73 27.63 (97.4) 23.10 (81.4) 25.88 (91.2) 19.30 (68.0)の

No.4 29.74 28.98 (97.4) 26.80θO.lJ 26.87 (90.3) 19.96 (67.lJ4) 

No.5 26.18 2.2.73 (96.4) 17.95 (68.6)3) 2325 (88.8) 19.98 (73.5) 

OI¥¥]， l~l験1列

(76.9土4.34)

3) iIJ!Jl令土Jl滋皮 -ISC

(90.7土2.53)
rel.lc 
，_ .. {.fおお (100.0) 
斗斗勾相互

j自冷l'Jl磁波 -0.3-ー OSC 2) 遡冷却温度一7.0--7SC

-9.00C限泣で0.5-1.00Cの一時的温度上昇を認必たもの

(84.9土6.40)(97.2土0..29)

ヰ)

諮

冷却 i 緩慢冷却

両耳石完了l過冷却しないもの!過冷却したものわ

-300Cまで冷却した場合第2a隻

j 霊山一室

|齢勾jしないもの i
k・103/mg (rel. k) 
16.93 (55.0) 

17.28 (55.0) 

15.40 (54.lJ 

19.55 (69.0)5) 

20.10 (70.0)") 

k'l OS /mg (rel.lc) 
2.2..20 (7.2.1) 

21.90 (69.7) 

26.83 !74.7) 

20.78 (72.5) 

22.89 (79.7) 

k.l0~/mg Irel.k) 
25.61 (83.2) 

24.07 (76.6)'1) 

26.73 (94.4)4) 

23.85 (84.4) 

23.60 (8.2.3) 

k・1O~/mg(rel. k) 
.27.92 (90.7) 

27.20 (86.6) 

.25.04 (88.4) 

22.73 (80.3) 

24.90 (86.9) 

n
H
H
 

1
・

k'103/mg 
30.80 

31.42 

.28.58 

28.33 

.28.67 
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(60.8士3.10)

ト
ド
レ
ι目""

i&Jl令l'Jl泊1度一I.5OC

173.7土1.51)

3) jf!!Ji令よIJi!，;Uj[ー0.5--1.0oC 2) Jf!!J冷却温度一10.0-ーJ3.00C

過i令主I制度 -O.3"C 5) 過冷却温度7.00C

(83.0土360)(866土1.56)(100.0) 

1) 

4) 

rel./c 
斗史上引i1l
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liiJじものでは -300Cまで冷却したものは -150Cまでのものよりも前性皮が落ちた。更に凍

結前に過冷却左示したものは，それぞれ温冷却しないものよりもー居活性皮の低下するととが

みとめられた。

3) i4L結倒的1(，を繰越した場合のカタラーゼ活性皮の鑓化

-30GCまで、の絞慢{Jliiji九百:蓮融)0/(0を繰返すと第3去に示すように，前 I回目でかなりの活性

皮の{投下を示し，C(c 2，第 3回日は儲かの低下を示すにすぎない。 また過冷却を示したもので

は過冷却しないものに比べて活性皮の低下は大きいが，問をlfi:ねるにつれて雨手?の会は少なく

なって行く傾向にある o

!民験官IJ

;邑な
NO.1 

冷ぃ No.2 

去[Jも No.3 

しの rel.k 
平均

j品た No.1 

I令も No. 2 

去[Jの No.3 

し rel.k 
平均

第3表凍結剛l怖を繰返した場合

潤!日[111

「而3ふg 向山|
27.83 20.24 (72.5) 

28.31 20.71 (73.3) 

28.14 20.83 (73.6) 

(]OO.O) (73.1) 

27.83 19.68 (70.6) 

28.31 19.6<) (69.5) 

28.14 19.45 (68.7) 

000.0) (69.6.1 

考 察

2 [nl 

k'10~/mg (rel. k) 

18.81 (65.2) 

20.28 (71.6) 

18.60 (65.7) 

(67.5) 

19.02 (68.2) 

18.60 (65.7) 

18.91 (66.9) 

(66.9) 

3 凶

k・103fm認(rel.k)

17.69 (63.4) 

19.34 (68.4) 

18.02 (63.7) 

(65.2) 

18.60 (66.8) 

17.60 (62.2) 

17.02 (60.2) 

(63.1) 

牛肝臓から抽出したカクラーゼの溶液を種々の依件で凍結融解した場合，常にその前性度の

低下するととが認められた。とれはさきに酵母より拍出したカグラ{ゼのi容液に於てみとめら

れたと全く同ーの所・凡で、ある。 そしてまた，な謹凍結より綬慢凍結が，及びー15
C

C冷却より

-300C冷却がそれぞれ活性度の低下の茜しいととも酵母カタラ{ゼの場合と同様で、白った。

嬰するに低温庭王1]¥によるカグラ{ゼ活性皮の低下は，溶液の凍結ilた態によって左右されるも

ので，結局カグラ}ゼi容液中に生成される氷FRlが酵素分子の前性恭に釣して陣容を及ぼすもの

と想像される。

摘要

粗製肝臓カグラ{ゼの溶液を滋{結融10/(，すると，その活性皮は低下する。然もその低下の割合

は自抑止カグラ{ゼi容液の場合と同校， 1J!;j1J.底辺11.の僚件によって具るととをみとめた。

格りにI:~;~hみ，御指導を]買いた~1~井教授， 及び、J支助， lI)J言を!立けた[d]僚秋元';f，ーの御好意に感謝

の;立を去します。
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Resum会

Raw catalas巴 solutionpr巴paredfrom cow liver lost its activity down to about 6096 of nor-

mal control value according to the conditions of freezing and thawing. The phenomena thus 

disclosed were similar to those in the case of yeast catalase. 


